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本
学
に
お
い
て
、
法
制
史
と
名
の
つ
く
講
義
が
初
め
て
開
講
さ
れ
た
の
は
、
東
京
商
科
大
学
に
昇
格
し
た
翌
年
の
大
正
＝
　
二

九
二
一
）
年
度
で
、
講
義
名
は
「
法
制
史
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
義
は
他
の
法
律
学
系
の
諸
科
目
同
様
選
択
科
目
で
あ
り
、
ま
た
西

洋
、
日
本
法
制
史
の
区
別
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
初
代
の
担
当
者
は
、
名
著
『
法
制
史
の
研
究
』
（
大
正
八
年
）
に
よ
っ
て
学

士
院
賞
を
授
与
さ
れ
た
三
浦
周
行
氏
で
あ
る
が
、
氏
は
当
時
京
都
帝
国
大
学
教
授
で
あ
り
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
。
そ

の
研
究
方
法
は
緻
密
な
実
証
主
義
に
よ
る
も
の
で
、
半
世
紀
以
上
を
経
た
今
日
で
も
、
三
浦
氏
の
業
績
は
そ
の
価
値
を
失
っ
て
い
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
講
義
は
、
大
正
一
四
年
の
外
遊
期
間
を
除
い
て
、
昭
和
四
年
度
ま
で
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
の
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
昭
和
四
年
度
に
は
記
録
に
よ
る
と
、
滝
川
政
次
郎
氏
が

「
法
制
史
」
の
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
九
州
帝
国
大
学
法
学
部
の
内
紛
に
よ
っ
て
同
学
部
を
辞
し
た
滝
川
氏
に
、
故
福

田
徳
三
教
授
が
講
義
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
り
、
滝
川
氏
の
回
想
に
よ
る
と
、
当
時
の
学
生
の
関
心
が
法
律
よ
り
経
済
に
あ
っ
た
の

誘
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で
、
講
義
の
重
点
を
土
地
制
度
と
租
税
制
度
に
置
き
、
律
令
時
代
の
斑
田
収
授
法
、
中
世
の
庄
園
制
度
、
近
世
の
地
方
制
度
に
つ
き

詳
論
を
行
っ
た
と
い
う
。
ま
た
講
義
の
ほ
か
に
希
望
者
を
募
っ
て
古
文
書
の
た
め
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
き
、
江
戸
時
代
の
文
書
解
読

の
講
習
も
行
っ
た
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
若
き
日
の
増
田
四
郎
名
誉
教
授
の
姿
も
あ
っ
た
。
福
田
教
授
に
は
滝
川
氏
の
教
授
招
聴

の
意
志
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
が
、
福
田
教
授
の
逝
去
に
よ
っ
て
こ
の
件
は
立
消
え
と
な
り
、
昭
和
六
年
度
を
も
っ
て
滝
川
氏
へ
の

非
常
勤
講
師
委
嘱
も
終
了
し
た
。
氏
は
、
戦
前
農
民
や
奴
隷
、
町
人
な
ど
日
本
社
会
の
下
部
構
造
に
つ
い
て
の
社
会
史
的
な
研
究
を

手
掛
け
、
ま
た
律
令
法
制
史
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
し
た
が
、
戦
後
は
長
く
国
学
院
大
学
教
授
を
勤
め
た
。

　
昭
和
七
年
度
以
降
、
日
本
法
制
史
と
西
洋
法
制
史
そ
れ
ぞ
れ
が
、
本
学
の
専
任
教
官
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
日
本
法
制
史
は
予
科
専
任
教
授
、
東
京
商
科
大
学
講
師
川
上
多
助
に
よ
り
、
以
後
一
橋
大
学
発
足
後
の
昭
和
二
六
年
に
至
る

ま
で
講
義
が
行
わ
れ
た
。
川
上
氏
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
の
項
目
に
譲
る
が
、
日
本
法
制
史
の
講
義
内
容
は
、
ほ
ぼ
古
代
・
中
世
前

期
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
昭
和
七
年
度
の
例
を
み
る
と
、
上
古
、
中
古
の
二
部
か
ら
な
り
、
封
建
制
度
の
起
源
に
至
る

政
治
制
度
、
土
地
制
度
、
階
級
制
度
、
官
制
等
の
法
制
に
つ
い
て
の
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
二
年
度
に
な
る
と
、
五
朝

時
代
の
地
方
官
制
、
土
地
制
度
、
財
産
法
、
身
分
法
、
司
法
制
度
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
戦
後
は
近
代
に
至
る
ま
で
の
通
史
的

な
講
義
が
行
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
川
上
教
授
退
官
後
、
新
制
大
学
に
お
け
る
法
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整
備
さ
れ
、
法
制
史

は
、
法
学
部
基
礎
部
門
を
構
成
す
る
科
目
と
な
り
、
日
本
法
制
史
は
法
制
史
第
二
と
し
て
昭
和
三
〇
年
度
に
再
び
講
義
要
綱
に
登
場

す
る
。
以
後
昭
和
四
二
年
度
ま
で
の
一
二
年
間
こ
の
講
義
を
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
中
央
大
学
法
学
部
の
隈
崎
渡
教
授
で
あ
っ
た
。

『
近
世
商
人
法
制
の
研
究
』
で
著
名
な
隈
崎
氏
の
講
義
は
、
古
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
法
制
の
沿
革
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
日
本

商
事
法
制
の
歴
史
を
詳
述
し
て
い
る
。
昭
和
四
四
年
度
以
降
、
日
本
法
制
史
の
講
義
は
、
名
古
屋
大
学
法
学
部
教
授
平
松
義
郎
が
担

碗
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当
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
氏
は
、
日
本
近
世
・
近
代
刑
法
史
の
大
家
で
あ
り
、
大
著
『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
（
昭
和
三

五
年
）
に
お
い
て
、
徳
川
幕
府
の
刑
事
裁
判
手
続
法
を
周
到
な
実
証
的
手
法
に
よ
っ
て
分
析
し
、
封
建
制
度
下
に
お
い
て
発
達
し
た

刑
事
訴
訟
法
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
刑
罰
決
定
の
機
構
す
な
わ
ち
法
律
審
的
な
側
面
に
多
く
の
優
れ
た
点
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
固
有
法
の
独
自
の
近
代
化
可
能
性
を
暗
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
西
洋
法
制
史
の
講
義
が
本
学
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。
初
代
の
担
当
者
は
、
ベ

ル
リ
ン
大
学
か
ら
帰
朝
早
々
の
予
科
教
授
兼
東
京
商
科
大
学
講
師
町
田
実
秀
で
あ
っ
た
。
町
田
氏
は
、
本
学
の
三
浦
新
七
教
授
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
学
び
、
大
正
一
二
年
東
京
商
科
大
学
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
後
、
研
究
科
生
と
し
て
引
続
き
三
浦
教
授
の
も
と
で
ド
イ

ツ
中
世
史
、
ド
イ
ツ
法
制
史
を
学
び
、
ま
た
労
働
法
学
の
孫
田
秀
春
教
授
の
指
導
も
受
け
た
。
大
正
一
四
年
に
専
門
部
助
教
授
に
採

用
さ
れ
、
翌
年
文
部
省
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
お
け
る
国
法
学
、
法
制
史
の
習
得
の
た
め
の
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
以
後
私
費
留
学
を

含
め
て
通
算
六
年
間
ベ
ル
リ
ン
大
学
法
学
部
に
学
ん
だ
。
こ
の
間
、
キ
ッ
プ
や
ラ
ー
ベ
ル
の
ロ
ー
マ
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
あ
る
い
は
ヘ

ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
の
国
法
学
、
カ
ス
ケ
ル
の
労
働
法
な
ど
多
く
の
分
野
に
手
を
染
め
た
が
、
当
時
氏
の
学
問
的
関
心
は
国
法
学
に
置

か
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ナ
チ
ス
が
拾
頭
し
騒
然
た
る
ド
イ
ツ
か
ら
帰
朝
し
て
、
予
科
教
授
就
任
後
、
町
田
氏
は
新
設
さ

れ
た
西
洋
法
制
史
と
ド
イ
ツ
語
を
担
当
す
る
が
、
最
初
の
講
義
要
綱
（
昭
和
七
年
度
）
に
よ
る
と
、
一
ロ
ー
マ
法
制
史
概
観
、
ニ
ゲ

ル
マ
ン
法
制
史
概
観
、
三
ロ
ー
マ
法
二
於
ケ
ル
団
体
概
念
ノ
展
開
、
四
ゲ
ル
マ
ン
法
二
於
ケ
ル
団
体
概
念
ノ
展
開
、
五
ロ
マ
ニ
ス
テ

ン
ト
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
ト
ノ
論
争
、
六
社
会
法
ト
ゲ
ル
マ
ン
法
思
想
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
九
世
紀
歴
史
法
学

派
以
来
の
「
ゲ
ル
マ
ン
法
と
ロ
ー
マ
法
」
と
い
う
ド
イ
ツ
法
史
学
の
基
本
的
思
考
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
む
し
ろ
三
浦
新
七

教
授
の
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ゲ
ル
マ
ン
の
三
つ
の
思
考
類
型
に
着
目
し
た
文
明
史
的
視
角
の
影
響
を
認
め
る
の
が
適
切
か
も
し
れ

肪
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な
い
。
帰
朝
後
の
論
文
は
、
『
ギ
リ
シ
ャ
に
於
け
る
都
市
国
家
の
生
成
と
法
律
概
念
』
（
昭
和
九
年
）
で
あ
り
、
ま
た
ギ
ー
ル
ケ
の

『
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
』
の
訳
業
も
引
続
き
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
三
浦
教
授
の
示
唆
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇

年
代
の
ナ
チ
ス
思
想
の
影
響
も
、
昭
和
一
四
年
の
論
文
『
指
導
者
原
理
の
意
義
と
其
歴
史
的
背
景
』
に
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ

れ
は
孫
田
秀
春
教
授
の
奨
め
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
法
制
史
学
の
面
で
ナ
チ
ス
理
論
に
偏
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

当
時
ド
イ
ッ
の
法
史
学
は
、
コ
シ
ャ
ー
カ
ー
の
所
謂
ロ
ー
マ
法
の
危
機
の
時
代
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
法
の
軽
視
な
い
し
排
撃
の
傾
向
を

み
せ
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
に
『
羅
馬
法
関
係
羅
旬
語
試
鐸
抄
』
を
ま
と
め
て
い
る
。
戦
時
下
の
講
義
内
容
は
昭
和
ニ
ニ
年
度
ま
で

遡
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
ゲ
ル
マ
ン
法
と
ロ
ー
マ
法
と
い
う
基
本
的
な
主
軸
は
変
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
は
戦
後
に
も
引
継
が
れ
て

い
る
。
そ
し
て
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
、
ゲ
ル
マ
ン
・
ロ
ー
マ
の
法
思
想
と
法
概
念
の
対
比
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
過
程
を

重
視
し
、
さ
ら
に
両
者
の
融
合
の
、
問
題
に
関
心
が
移
行
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
町
田
氏
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
目
さ
れ
る
『
多
数
決
原
理
の
研
究
』
（
昭
和
三
三
年
、
有
斐
閣
）
は
、
多
数
決
原
理
の
生
成
過
程
を
、
ゲ
ル
マ
ン
的
、
ロ
ー
マ
的
法

思
想
、
法
概
念
の
い
わ
ば
ア
マ
ル
ガ
ム
と
し
て
と
ら
え
た
学
説
史
的
、
政
治
史
的
研
究
で
あ
る
が
、
多
数
決
と
い
う
課
題
を
選
ぶ
に

至
る
動
機
は
、
戦
前
と
戦
後
の
二
つ
の
時
期
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
ナ
チ
ス
時
代
の
団
体
主
義
の
優
位
、
指
導
者
原
理
の

拾
頭
に
よ
る
個
人
の
意
思
の
軽
視
で
あ
り
、
他
は
戦
後
の
民
主
主
義
の
導
入
に
伴
う
機
械
的
多
数
決
の
横
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
っ

の
問
題
に
対
す
る
疑
念
か
ら
、
多
数
決
原
理
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
舞
台
で
、
如
何
な
る
思
想
的
根
源
と
ど
の
よ
う
な
政
治
的

背
景
の
も
と
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
て
き
た
の
か
を
学
説
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
の
が
こ
の
研
究
の
狙
い

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
基
本
的
文
献
は
ス
タ
ロ
ソ
ル
ス
キ
ー
の
『
多
数
決
原
理
』
で
あ
り
、
ギ
ー
ル
ケ
の
『
団
体
法
論
』
で
あ
っ

た
が
、
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
団
体
意
識
と
し
て
三
つ
の
類
型
を
措
定
し
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
団
体
意
識
は
、
全
体
と
個
そ
れ
ぞ

珊
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れ
に
価
値
と
実
在
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
の
団
体
意
識
が
、
全
体
と
個
の
一
方
に
の
み
価
値
な
い
し

実
在
し
か
認
め
な
い
の
と
は
異
る
点
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
ゲ
ル
マ
ン
的
団
体
意
識
に
お
い
て
は
、
団
体
を
構
成
す
る
人
々
の
意
思

が
す
べ
て
同
じ
方
向
を
向
い
た
瞬
間
に
団
体
の
統
一
意
思
が
初
め
て
現
わ
れ
る
と
い
う
全
会
一
致
主
義
を
前
提
と
し
、
こ
の
原
理
が

社
会
の
進
化
と
と
も
に
如
何
に
し
て
多
数
決
原
理
へ
と
変
遷
し
て
ゆ
く
か
に
つ
い
て
、
同
調
義
務
を
伴
っ
た
全
会
一
致
主
義
の
成
立

を
変
化
の
端
緒
と
し
、
さ
ら
に
多
数
決
原
理
へ
の
変
化
過
程
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
的
な
法
の
疑
制
を
採
用
し
た
中
世
ロ
ー
マ
法
学
者

と
教
会
法
学
者
の
法
理
論
的
正
当
化
と
い
う
学
説
史
的
な
追
究
を
行
い
、
さ
ら
に
十
二
世
紀
以
降
の
多
数
決
原
理
の
現
実
の
選
挙
に

お
け
る
具
体
化
の
態
様
を
、
司
教
選
挙
、
教
皇
選
挙
、
ド
イ
ツ
国
王
選
挙
に
お
け
る
制
度
上
の
変
遷
に
よ
っ
て
実
証
す
る
。
こ
の
論

述
を
通
し
て
、
つ
ね
に
ゲ
ル
マ
ン
的
全
会
一
致
主
義
へ
の
傾
斜
が
存
在
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
結
論
的
に
、
団
体
が
個
人
主
義
的

構
成
を
も
ち
な
が
ら
、
し
か
も
成
員
が
強
い
全
体
的
意
識
と
自
己
犠
牲
を
伴
っ
て
も
全
体
の
統
一
的
意
思
を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る

旺
盛
な
意
欲
を
も
た
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
い
う
主
張
に
よ
っ
て
こ
の
著
書
は
終
っ
て
い
る
。
全
体
と
個
、
ゲ
ル
マ
ン
と
ロ
ー
マ
の
対
立
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
思
想
の
発
展
過
程
、
そ
し
て
民
主
主
義
の
基
本
的
要
と
し
て
の
多
数
決
の
法
史
的
な
分
析
は
、
三
浦
史
学
の
薫
陶
を

受
け
た
町
田
教
授
に
と
っ
て
、
極
め
て
時
宜
を
得
た
ま
た
適
切
な
研
究
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
昭
和
二
六
年
度
に
法
学
部
が
独
立
し
、
法
学
部
の
独
自
の
ヵ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
際
し
て
、
各
部
門
選
択
必
須
制
の
も
と
西
洋
法

制
史
は
基
礎
部
門
（
後
に
基
礎
法
部
門
と
な
る
）
の
重
要
な
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
三
一
年
度
か
ら
は
法
制
史
第
一
と
な
っ

た
。
こ
の
時
代
も
町
田
氏
の
担
当
で
あ
っ
た
が
、
講
義
の
内
容
は
、
ロ
ー
マ
公
法
、
私
法
の
概
観
に
ロ
ー
マ
法
と
ゲ
ル
マ
ン
法
の
相

違
点
（
法
人
論
、
相
続
法
、
物
権
法
）
と
い
う
各
論
が
加
え
ら
れ
、
三
〇
年
度
に
は
と
く
に
中
世
ロ
ー
マ
法
学
お
よ
び
ロ
ー
マ
法
の

継
受
に
つ
い
て
の
項
目
が
重
点
的
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。
町
田
教
授
は
三
七
年
に
退
官
さ
れ
た
が
（
町
田
名
誉
教
授
に
つ
い
て
は
一

鵬
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橋
論
叢
四
九
－
三
参
照
）
、
そ
の
後
三
年
間
、
西
洋
法
制
史
の
講
義
は
、
中
央
大
学
法
学
部
教
授
矢
田
一
男
が
担
当
し
た
。
講
義
内

容
は
ロ
ー
マ
公
法
史
・
私
法
史
を
主
体
と
し
、
さ
ら
に
ビ
ザ
ン
ツ
法
史
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
矢
田
氏
は
四
一
年
度
は
、
新
設
講
義

「
ロ
ー
マ
法
」
を
講
じ
た
が
、
氏
の
急
逝
後
は
四
三
年
度
の
み
早
稲
田
大
学
助
教
授
佐
藤
篤
士
に
委
嘱
さ
れ
た
。
こ
の
講
義
は
ロ
ー

マ
私
法
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
新
任
の
専
任
講
師
（
一
橋
大
学
法
学
修
士
）
勝
田
有
恒
（
現
教
授
）
に
よ
っ
て
、
四
〇
年
度
以
降
西
洋
法
制
史
の
講
義
が
担
当
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
田
教
授
か
ら
、
ロ
ー
マ
法
の
継
受
と
い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
た
勝
田
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
近
世
法

学
の
形
成
・
発
展
に
重
点
を
置
き
、
従
来
の
ゲ
ル
マ
ン
法
と
ロ
ー
マ
法
の
対
立
と
い
う
観
点
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
近
代
化
過
程

に
っ
い
て
、
法
学
説
史
の
面
の
み
な
ら
ず
、
社
会
史
的
方
法
を
取
り
入
れ
る
努
力
を
行
い
、
と
く
に
法
の
合
理
化
の
担
い
手
で
あ
る

法
律
家
の
社
会
的
機
能
に
法
発
展
の
要
因
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
論
文
『
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ

と
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
マ
法
の
理
論
的
継
受
』
（
法
学
研
究
6
）
は
内
外
の
学
界
で
注
目
さ
れ
た
。
講
義
の
内
容
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世

法
学
の
原
典
で
あ
る
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
の
成
立
を
前
提
と
し
、
コ
シ
ャ
カ
ー
や
ヴ
ィ
ア
カ
ー
の
考
え
方
に
よ
り
つ
つ
中
世
イ
タ

リ
ア
法
学
の
形
成
、
地
域
的
特
別
法
の
役
割
、
法
学
の
普
及
と
法
学
識
者
の
機
能
、
近
代
自
然
法
論
、
歴
史
法
学
の
成
立
を
中
心
課

題
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
連
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
が
継
受
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
法
が
、
一
つ
の
歴
史
的
、
地
域
的
な

形
成
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
歴
史
的
相
対
性
を
有
す
る
こ
と
の
認
識
を
以
て
、
西
洋
法
史
学
の
講
義
目
的
と
し
て
い
る
。
勝
田

は
四
二
年
夏
か
ら
二
年
間
フ
ム
ボ
ル
ト
財
団
給
費
生
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
コ
ー
イ
ン
グ
教
授
が
主
宰
す

る
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
史
研
究
所
に
留
学
し
た
。
こ
の
間
の
昭
和
四
三
年
度
の
講
義
は
、
東
京
大
学
助
教
授
木
村
尚

三
郎
氏
に
委
嘱
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
国
制
史
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
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二
　
法
律
思
想
、
法
律
思
想
史
、
法
哲
学

群浩認

律

強岐灘
　
こ
の
系
列
の
講
義
が
開
講
さ
れ
た
の
は
昭
和
一
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
法
哲
学
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
刑
法
学
の
泰
斗

東
京
帝
国
大
学
教
授
牧
野
英
一
は
、
す
で
に
大
正
一
二
年
以
来
永
き
に
わ
た
り
刑
法
の
講
義
を
委
嘱
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
法
律

思
想
の
講
義
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
新
設
講
義
は
、
選
択
科
目
あ
る
い
は
特
別
講
義
と
銘
打
た
れ
て
い
た
が
、
こ
の
講

義
の
新
設
は
教
授
の
法
理
学
の
神
髄
を
も
学
生
に
聞
か
せ
る
た
め
の
配
慮
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
初
年
度
の
講
義
要
綱
に
よ
る

と
、
第
一
章
　
法
律
の
社
会
化
、
第
二
章
　
法
律
学
派
ノ
発
展
、
第
三
章
　
法
律
ノ
改
造
ト
歴
史
的
精
神
、
第
四
章
　
意
識
的
法
律

ト
無
意
識
的
法
律
、
第
五
章
　
法
律
二
於
ケ
ル
四
種
ノ
因
素
、
第
六
章
　
法
律
二
於
ケ
ル
三
種
ノ
方
法
、
第
七
章
　
法
御
行
為
及
権

利
ノ
行
使
、
第
八
章
　
責
任
ノ
理
論
、
第
九
章
　
権
利
ノ
観
念
ノ
相
対
性
、
第
十
章
　
労
働
法
、
企
業
法
、
経
済
法
と
な
っ
て
い

る
。
牧
野
講
師
は
前
年
度
に
「
社
会
法
制
」
と
い
う
名
で
同
内
容
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
み
て
、
東
京
商

大
生
向
き
の
社
会
法
と
経
済
法
の
存
在
構
造
を
根
本
的
に
説
く
こ
と
を
目
標
と
し
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
内
容
の
一
部
分
は
、

戦
後
名
著
『
法
理
学
』
二
巻
（
二
四
ー
七
年
）
に
結
実
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
講
義
は
昭
和
一
五
年
度
で
終

了
し
て
い
る
が
、
非
常
な
名
講
義
と
し
て
、
戦
後
も
語
り
草
と
な
っ
て
い
た
。

　
第
二
次
大
戦
後
昭
和
二
二
年
度
か
ら
は
、
法
律
思
想
は
一
般
専
門
科
目
と
な
り
、
田
中
誠
二
教
授
が
二
五
年
度
ま
で
担
当
し
、
法

律
学
の
発
達
、
近
代
法
思
想
の
展
開
お
よ
び
現
代
法
学
の
諸
傾
向
に
つ
い
て
の
講
義
が
な
さ
れ
た
。
新
制
大
学
発
足
後
は
二
七
年
度

以
降
三
六
年
度
ま
で
、
町
田
実
秀
教
授
が
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
講
義
内
容
は
、
戦
後
の
西
ド
イ
ッ
法
学
界
に
お
け
る
自
然
法
論
の

復
活
を
反
映
し
て
お
り
、
自
然
法
の
意
義
、
法
の
近
代
化
に
対
す
る
自
然
法
の
役
割
、
自
然
法
の
衰
退
と
再
生
の
三
章
を
序
論
に
置

捌
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き
、
各
論
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
キ
リ
ス
ト
教
教
父
、
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
、
近
代
世
俗
的
自
然
法
と
そ
の
特
色
と
い
う
順

序
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
自
然
法
論
の
系
譜
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
町
田
教
授
退
官
後
は
、
勝
田
専
任
講
師
に
よ
っ
て
、
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
『
西
欧
法
哲
学
』
（
一
九
五
八
年
）
に
依
拠
し
た
講
義
が
、

昭
和
四
一
年
度
ま
で
行
わ
れ
た
。
翌
年
度
か
ら
、
こ
の
講
義
は
、
当
時
明
治
大
学
法
学
部
助
教
授
で
あ
っ
た
上
原
行
雄
に
委
嘱
さ

れ
、
四
五
年
度
の
み
、
法
政
大
学
法
学
部
の
大
橋
智
之
助
助
教
授
に
委
ね
ら
れ
た
。
四
七
年
四
月
、
上
原
が
本
学
助
教
授
（
現
教
授
）

に
迎
え
ら
れ
て
、
以
後
こ
の
講
義
を
担
当
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
講
義
名
も
「
法
哲
学
」
と
改
め
ら
れ
、
五
〇
年
度
に

は
法
学
部
の
拡
充
改
組
に
伴
っ
て
、
法
哲
学
講
座
が
新
設
さ
れ
た
。
上
原
は
東
京
大
学
法
学
部
お
よ
び
文
学
部
の
出
身
、
法
学
部
の

法
哲
学
担
当
の
碧
海
純
一
教
授
の
も
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
思
想
家
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
法
思
想
を
経
験
法
学
の
方
法
に
よ
っ
て
分

析
し
、
四
一
年
に
東
京
大
学
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
二
元
論
の
立
場
よ
り
す
る
、
綿
密
か
つ
精
緻
な
講
義

の
内
容
は
、
序
章
一
　
法
と
人
間
、
二
　
法
と
社
会
、
三
　
法
価
値
論
、
四
　
法
秩
序
の
構
造
の
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各

章
ご
と
に
法
思
想
史
的
な
裏
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
五
二
年
に
は
、
法
律
学
に
お
け
る
重
要
課
題
で
あ
る
自
由
意
志
論
・
決

定
論
の
分
野
に
お
い
て
、
「
柔
ら
か
い
非
決
定
論
」
と
い
う
新
し
い
視
角
の
重
要
性
を
提
示
し
て
（
法
学
研
究
1
0
）
、
注
目
さ
れ
た
。

な
お
上
原
は
、
五
三
年
三
月
か
ら
二
年
間
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
の
研
究
機
関
、
法
哲
学
セ
ン
タ
ー
（
パ
リ
第
二
大
学
、
所
長
ヴ
ィ
レ
ー

教
授
）
に
留
学
し
た
。
こ
の
間
二
年
度
に
わ
た
り
、
本
学
出
身
で
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
権
威
で
あ
る
青
山

学
院
大
学
法
学
部
教
授
佐
藤
節
子
が
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
法
哲
学
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。
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